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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

本
市
で
は
平
成
12
年
か
ら
令
和
２
年
に
か
け
て
総
農
家

　
　
　
　

数
が
約
51
％
、
水
稲
作
付
経
営
体
数
が
約
66
％
、
総
農
家

数
に
占
め
る
水
稲
の
作
付
経
営
体
数
の
割
合
が
約
25
％
減
少
し
、
農

家
数
全
体
の
減
少
に
応
じ
て
、
水
稲
農
家
数
も
大
幅
に
減
少
し
て
い

当
市
の
農
業
振
興
の
課
題
に
つ
い
て

担
い
手
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

米
価
の
高
騰
は
、
減
反
政
策
で
生
産
量
を
減
ら
し
過
ぎ
た
結
果
、

農
家
数
は
今
後
も
急
減
が
見
込
ま
れ
、
大
規
模
農
家
の
育
成
だ
け
で

は
、
米
不
足
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
小
規
模
農

家
を
含
め
た
保
護
・
育
成
策
が
必
要
と
考
え
、
当
市
の
農
業
振
興
の

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

米
の
作
付
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　

福
島
県
は
毎
年
、
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
各
自
治
体
の

　
　
　
　
「
主
食
用
米
作
付
面
積
の
目
安
」
を
決
定
し
、
12
月
頃
に

市
地
域
農
業
再
生
協
議
会
を
通
じ
て
農
家
へ
通
知
し
て
い
る
。

　

農
家
は
こ
れ
を
参
考
に
営
農
計
画
書
を
作
成
し
同
協
議
会
に
提
出

す
る
こ
と
で
、そ
の
年
の
主
食
用
米
の
作
付
面
積
が
決
ま
っ
て
い
く
。

　

本
市
で
は
、
直
近
３
年
間
の
作
付
面
積
が
目
安
を
上
回
る
状
況
が

続
い
て
お
り
、
令
和
７
年
は
前
年
よ
り
401
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
29.3
％
）
増

加
し
、
目
安
面
積
１
、
３
４
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
１
、
７
６
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
増
加
は
米
流
通
量
不
足
を
踏
ま
え
た

農
家
が
判
断
さ
れ
た
結
果
と
市
は
捉
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
は
令
和
７
年
８
月
に
、
主
食
用
米
の
増
産
へ
政
策
転
換

を
決
定
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
、
国
か
ら
主
食
用
米
の
作
付
け
に
関
す
る
通

知
が
あ
れ
ば
迅
速
に
各
農
家
へ
周
知
し
て
い
く
。

る
。特
に
東
日
本
大
震
災
後
の
５
年
間
で
減
少
幅
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　

市
は
農
地
復
旧
や
法
人
化
支
援
、
農
地
集
約
化
を
進
め
つ
つ
、
担

い
手
不
足
を
深
刻
な
課
題
と
捉
え
、
大
き
く
次
の
３
点
を
取
り
組
ん

で
い
る
。
①
農
業
生
産
法
人
の
立
ち
上
げ
支
援
や
新
規
就
農
フ
ェ
ア

へ
参
加
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
。

②
就
農
希
望
者
へ
の
補
助
制
度
活
用
支
援
及
び
移
住
相
談
支
援
。
③

Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
ド
ロ
ー
ン
活
用
支
援
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
継
続
し
、
国
や
県
の
新
方
針
を

速
や
か
に
関
係
者
に
周
知
し
、
担
い
手
不
足
の
影
響
の
軽
減
に
努
め

て
い
く
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

○ 

当
市
の
財
政
状
況
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い
て
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結
果
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請願第３　米の増産政策等を国
に求める意見書提出についての
請願

賛 不
成 採
少 択
数 　

４ 13 ● ● ● ● ● ●
討
論

● ● ●
討
論

●

　
　
○
討
論

○
討
論

● ●

　
　
○
討
論

○ ● 議長

請願第４　訪問介護費の引き下
げ撤回と、介護報酬引き上げの
再改定を早急に行うことを国に
求めること、並びに市独自の支
援策策定を求める意見書提出の
請願

賛 不
成 採
少 択
数 　

５ 11 ● ○ ● ー ● ●
討
論

● ● ● ● ○
討
論

○
討
論

● ● ○
討
論

　
　
○
討
論

●
討
論

議
長

９月定例会賛否一覧

委
員
会
行
政
視
察
報
告
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
は
、
所
管
事
務
の
調
査
と
研
究

の
た
め
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
産
業
建
設
】

①
千
葉
県
館
山
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
２
日
）

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

　

館
山
市
で
は
、
ま
ち
な
か

の
空
き
店
舗
や
空
き
家
な
ど

の
遊
休
不
動
産
を
起
業
・
創

業
意
欲
の
あ
る
人
材
が
新
し

い
使
い
方
に
よ
り
「
ま
ち
」

を
再
生
す
る
た
め
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
地
域
課
題
の
解

決
を
見
据
え
て
民
間
主
導
の

官
民
連
携
事
業
で
あ
る
。

②
茨
城
県
稲
敷
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
３
日
）

　

農
業
の
未
来
を
創
る
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

稲
敷
市
で
は
、
創
造
性
豊

か
で
持
続
可
能
な
農
業
を
実

現
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
導
入
お
よ
び
活
用
を
促

進
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

補
助
対
象
は
市
税
の
未
納

が
な
い
こ
と
。
認
定
農
業
者

ま
た
は
新
規
就
農
者
で
あ
る

こ
と
。
市
内
に
居
住
し
、
ま

た
は
認
定
新
規
就
農
者
で
あ

る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
お

り
、
補
助
上
限
は
70
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

③
茨
城
県
土
浦
市

　
　
　
　
　
　
（
7
月
4
日
）

　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
業
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

土
浦
市
は
平
成
12
年
か

ら
、
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
、

Ｃ
Ｍ
な
ど
の
ロ
ケ
撮
影
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
支
援
を

行
い
、
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
ロ
ケ

誘
致
が
進
み
、
映
像
を
通
じ

て
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
こ
と
で
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
市
民
の
地
域
へ
の

誇
り
の
向
上
、
さ
ら
に
観
光

客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

【
議
会
運
営
】

①
北
海
道
登
別
市

　
　
　
　
　
（
7
月
9
日
）

　

議
会
改
革
の
取
組
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

登
別
市
で
は
、
開
か
れ

た
議
会
、
多
様
性
の
あ
る

議
会
の
実
現
を
目
指
し
、

平
成
12
年
度
か
ら
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

議
会
改
革
の
一
つ
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員

会
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
介

護
、
育
児
等
で
参
集
が
困

難
な
場
合
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

②
北
海
道
伊
達
市

　
　
　
　
　
（
７
月
10
日
）

　

伊
達
市
で
は
、
高
校
生

と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

　

伊
達
市
議
会
は
、
議
会

改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

議
会
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
を
結
成

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
の

開
催
に
向
け
て
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
求
め
る
た
め
、『
協
議

事
項
素
案
作
成
部
会
（
通

称
：
部
会
）』
を
組
織
し
た
。

　

こ
の
部
会
に
よ
り
、
高
校

生
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
た
。
高
校
生
の
主
権
者
教

育
へ
繋
げ
て
い
く
た
め
に
、

今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
て

い
く
。

③
北
海
道
室
蘭
市

　
　
　
　
　
　
（
7
月
11
日
）

　

室
蘭
市
で
は
、
市
民
と
議

会
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て
視

察
し
ま
し
た
。

　

室
蘭
市
議
会
で
は
、
開
か

れ
た
議
会
の
一
環
と
し
て
、

「
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
」

を
平
成
24
年
度
よ
り
毎
年
開

催
し
て
い
る
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
議
員
自

ら
が
地
域
に
出
向
き
、
市
民

か
ら
幅
広
く
意
見
を
聴
き
、

市
民
意
見
を
反
映
し
た
政
策

提
言
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
実
際
に
懇
談
会

の
内
容
が
政
策
実
現
に
向
け

て
の
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

○ 

当
市
の
小
規
模
・
中
小
商
工
業
者
の  

     

人
手
不
足
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 ９月　１日（月）議案の上程等 　１４人

２日目 ９月　４日（木）一般質問等 ７人

３日目 ９月　５日（金）一般質問 ９人

４日目 ９月１９日（金）議案採決 ４人

９月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について
９月定例会の本会議の日にち毎の主な内容、
傍聴者数についてお知らせいたします。

委
員
会
行
政
視
察
報
告

９月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について

※　○は賛成、●は反対　
※　議長（高玉良一）は採決に加わりません。

無会派

中島孝議員
が問う！

質

問

そ
の
他
の

無

米
価
高
騰
対
策
に
も

　

小
規
模
・
中
小
企
業
に
も
、
も
っ
と

　

国
、
地
方
行
政
の
関
与
が
必
要
‼
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